





Teachers’ Work as Spinning Meaning (5)






















































































































































































































































































































































































































































  　 「私たちは『教育』もまたひととひととの営みとして，真正の価値を持っているというこ
とだけを，この十数年間叫びつづけてきたのではないかという気がしてならない。学校
は，何よりも私たちにとっては，実践の場というよりは，生活の場であり，その中で幾ば
くかの価値の世界を構築しようと喘いできたからである。実践には背を向けることはでき
ても，生活を放擲するわけにはいかない」（埼玉教育塾 1987: 1）。
４）この移りゆきの過程をもう一歩踏み込んで検討するにあたっては，小論では焦点化すること
ができなかったのだが，高度情報消費社会におけるこどもたちの生活感覚を含む社会意識のあ
りよう，とりわけ彼らの欲望充足のありようと，教育システムの存立機制との関連について，
どのように考えたらよいのか，という問題が残る。諏訪らは，教育システムが存立・存続する
ためには，こどもたちの現状の方をなんとかして変えなければならない，と考えているような
のだが，高度情報消費社会に生きるこどもたちの欲望をより深くかつ広範にとり込みうる資本
制のありよう──高度情報消費社会段階をもたらす資本制のありよう──に見合った教育シス
テム再構築の可能性のことを，批判的に視野に収める必要性があるだろう。再構築されうるの
であれば，諏訪らのように「反動的に」──学校教育を織り成す人間関係を興隆期産業社会段
階に適合した質の関係の支配下に置くように──力説する必要性が，無くなるとは言えないま
でも，減じることにはなるだろう。
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